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研究成果の概要（和文）：本研究は、ドイツ語圏で人口に膾炙した「よそもの過剰」という言葉の流通に関し
て、特にドイツ語圏スイスにおける意味内容の変化とその社会・心理的背景を解明する。この言葉は、19世紀末
ドイツで、「ユダヤ人の過剰」の符丁として誕生した。20世紀前半にスイスで使われ始めたとき、「非スイス的
なものの過剰」へとこの言葉の意味が拡大した。その背景には、「精神的国土防衛」というスイスの国策があっ
た。主たる成果は、「精神的国土防衛の父」と呼ばれる大統領・フィリップ・エッターの思想の解明と、戦後の
「よそ者過剰」論の口火を切った、スイスの作家・「マックス・フリッシュ」の散文と講演『よそもの過剰』の
分析・翻訳である。

研究成果の概要（英文）：This study examines the circulation of the term “excess of strangers” in 
German-speaking countries, particularly in German-speaking Switzerland, and clarifies the changes in
 its meaning and the social and psychological background behind it. The term originated in Germany 
in the late 19th century as a euphemism for “excess of Jews.” When it began to be used in 
Switzerland in the first half of the 20th century, its meaning expanded to refer to an “excess of 
non-Swiss elements.”This shift was rooted in Switzerland's national policy of “spiritual national 
defense.” The primary contributions of this study are the clarification of the ideas of President 
Philipp Etter, known as the “father of spiritual national defense,” and the analysis and 
translation of Swiss writer Max Frisch's prose and speech titled “Excess of Outsiders,” which 
initiated postwar debate on the term.

研究分野：文化研究
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
現在、ヨーロッパのみならず日本でも、広義の移民の受け入れが社会的争点となっている。とりわけ、社会的・
文化的背景を異にする他者を、地域のなかに受け入れることの困難は、すべての移民受け入れ国にとっての問題
だと言える。マックス・フリッシュは、「精神的国土防衛」のような、「非スイス的なもの」=「よそもの」排
除の運動の背景には、他者を道具的に利用し、人間的に扱うという意識の不在があると指摘する。彼の「私たち
は労働力を呼びよせたのだが、来たのは人間だった」という言葉は、移民受け入れ制作の担当者から、雇用者、
そしてコミュニティレベルで、現実認識と対応方針の枠組をもたらすものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 研究を開始した 2021年当時、ヨーロッパでは移民・難民の受け入れに対する反動として、右
派政党の躍進や他者排除の言説の流通が見られた。日本においても、少子高齢化に伴う人手不足
の解消のために、技能実習生や留学生の実質的労働力化が推進された。こうした事態に対し、日
欧の移民や難民を専門とする研究者のあいだでは、「私たちは労働力を呼びよせたのだが、来た
のは人間だった」というスイスの作家マックス・フリッシュが 1965年に公にした言葉が警句と
して繰り返し引用された。しかし、フリッシュのこの言葉は、それが発せられた社会・文化的背
景を抜きにして、一人歩きしており、次第に彼の言葉であることすら忘れられつつあった。本研
究は、フリッシュの散文・講演「よそもの過剰」全文を精密に翻訳するとともに、その背景にあ
るスイスの歴史と心性を関連付ける、ことでこの言葉の本質を理解すべきという認識に基づく。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、近現代欧州における他者排除の心性を、20 世紀以降のスイスでドイツ語の
「よそもの過剰」Ueberfremdungが被った意味変容を通して明らかにすることである。この言
葉は「外国人過剰」と和訳されるが、本来は「異他的なものの過剰」の謂であり、現代ドイツ語
では「移民や難民の過剰」を指す。しかし、19 世紀末からナチス時代のドイツでは反ユダヤ主
義的文脈で使用された。ところが、1930 年年代のスイスでは、この言葉は「非スイス的な思想
的異物」としてのナチズムの侵入を暗示するようになる。ところが戦後スイスでは「異物」は共
産主義を指すようになり、現在のように「移民・難民」と結びつくのは 60年代以降である。こ
の言葉は、他者排除の集合的心性を表す鍵語として、各時代・地域の排外的思想や運動を深層に
おいて規定し、政策決定の空気を醸成し続けてきた。本研究はこうした点に着目し、スイスのメ
ディア言説、政治家・知識人の演説・書簡を、テクスト解釈とテクスト・マイニングを組み合わ
せて分析することによって、この言葉が用いられる政治的・文化的文脈を前景化し、「多様性の
中の統一」というモットーが内包する矛盾に揺れる欧州に伏在する集合的心性史の一断面を描
き出す。 
 
３．研究の方法 
 研究は 2つの方法によって遂行された。1つは、スイスにおける文化的他者排除のメンタリテ
ィの基盤となった国策レベルの文化運動、精神的的国土防衛の思想を、「精神的国土防衛の父」
と呼ばれた大統領（内務大臣兼任）・フィリップ・エッターの言説を分析することで解明するこ
とである。具体的には、エッターの講演原稿を、スイス国立図書館、および、エッターの遺稿を
収集しているツーク州アーカイブにおいて収集し、1つにはそれらを定性的に解釈し、その成果
を踏まえて、定量的に分析することである。後者は具体的には、スキャニングと OCR 処理によっ
てテキストデータ化し、テキストマイニング・ソフトを用いて分析した。主たる分析手法として、
構造トピックモデルとセンチメント分析を採用した。 
 2 つ目は、マックス・フリッシュの散文・講演「よそもの過剰」、およびテーマ的に関連したテ
キストを翻訳するとともに、重要語句の社会・文化的背景の調査に基づく注を付し、学術的背景
を解説することで、戦後ヨーロッパにおける「よそもの過剰」論争の口火を切った彼の思想の根
底を明らかにすることである。 
 
４．研究成果 
 エッターの思想研究については、5 編の論文を発表した。「カトリック保守主義と精神的国土
防衛———スイスの親ナチ運動へのフィリップ•エッターの対応を軸に」（2021）においては、エッ
ターが、ドイツでナチスが政権を握った直後にスイスで叢生した親ナチズム党派に対して、どの
ような立場表明をしたかを解明した。問いはナチズムのような、全体主義思想とエッターの思想
のあいだの差異線はどこにあるのかであった。彼の演説の分析結果からは、分権主義に基づくス
イスの国家思想と地上の権威者の上に神の権威を置くカトリック思想が、全体主義への歯止め
として機能したことが見えてきた。すなわち、カトリック保守主義者として権威主義体制に強く
惹かれながらも、エッターは 2つの思想的背景ゆえに分権型の「民主主義」の側に踏みとどまっ
たことが明らかになった。 
 第 2 の論文「ファシズ厶とは違うかたちで———教皇の社会教説とフィリップ•エッターの思想」
（2022）では、カトリック保守主義者、エッターの思想に対する、ローマ教皇が発出した 2つの
社会回勅『レールム・ノヴァールム』（1891）と『クアドラゼジモ•アンノ』（1931）の影響を解
明した。民主主義的コーポラティズムと評しうる 1930 年代前半のエッターの思想は、教皇の回
勅が提唱する職能制身分秩序を大枠としながらも、強固な分権型システムというスイスの制度
的固有性を根拠として、ファシズムやナチズムとのあいだに差異線を引くことで、現代にまで続
くスイス社会の基本構造として現実化したと評価できる。 
 第 3 の論文「全体主義に抗する全体主義？———オーストリア合邦前夜におけるフィリップ・エ
ッターの社会−文化構想」（2022）では、1938 年 11 月のドイツによるオーストリア合併から第二



次世界大戦勃発までのエッターの思想を、全体主義思想との差異に力点を置いて解明した。戦後
スイスの歴史学においては、エッターはスイスを全体主義国家へと変化させようとした政治家
として評価されることが多い。しかし、第 1・第 2の論文の知見からは、この評価は、戦後の自
由主義・社会民主主義諸党によるカトリック保守主義に対する批判を前提としており、政治的か
つ一面的ではないかという認識が得られる。講演の分析に基づけば、エッター模索した「第三の
道」は、コーポラティズムの提唱に見られるように、全体主義と境を接するものであった。しか
し、1848 年以降のスイスにおいては、プロテスタント勢力とカトリック勢力の文化＝宗教的棲
み分けないし合意が政治の根幹を成していたため、内務大臣としてのエッターは講演に際して、
キリスト教において共通して使用されると同時に、世俗的な用法もある言葉を多用していた。こ
れはビルヒャーが言うように「自由主義的な民主主義」を「守る」というよりは、合意民主主義
の意志決定のなかにカトリック的諸価値を滑り込ませるためであった。彼の「第三の道」がイタ
リアやオーストリアと異なり全体主義の路線とのあいだに決して交わることのない差異線を引
くことができたのは、スイスの建国に由来する精神的諸価値とそれを防衛する軍隊とのウロボ
ロス的関係が作り出す超ネーション的国土こそが防衛の対象だったからである。ナチスが政権
を握った 1933 年からオーストリア合邦前夜まで、エッターの政治的言説がこの理路から逸脱す
ることは一度としてなかった。 
 第 4 の論文“Bordering on Totalitarianism Philipp Etter’s Discursive Space” (2023)では、第 3の論
文までの定性的分析を踏まえて、1930 年代のエッターの講演をテキストデータ化し、テキスト
マイニングの手法を用いて分析した。構造トピックモデルを用いて、エッターの演説に潜在する
トピックを 3 つ抽出し、それらの時系列変化とワードクラウドの特徴の抽出がしゅたる目的で
ある。これによって、第 4の論文に際に見出された研究主体のイデオロギー的立場から相対的に
自由な形、すなわちできる限り客観的な形で、エッターの思想を評価するための土台構築を目指
した。ナチスの政権奪取から第二次世界大戦勃発までの時期のエッターの講演のトピック変化
を時系列に追うと、エッターはカトリック保守主義のイデオロギーと政策に留まるのではなく、
メタレベル、すなわち連邦レベルで考える政治家へと、すなわち、諸党派のイデオロギーと政策
を「連邦の存続」という目的に照らして再編していく政治家へと変貌を遂げたことが明らかとな
る。これは論文 3までの知見とも整合的関係にある。 
 第 5の論文（ブックチャプター）「国境侵犯の危機と政治家の演説———スイスの大統領エッター
とヒトラーの比較」（2025）では、1930年代のエッターの演説における聴衆への「呼びかけ構造」
を、語彙とレトリックが生み出す感情の構造に着目して解明した。比較の対象として同時代のヒ
トラーの演説を取り上げ、2人の比較を通して、エッターの演説の言語レベルでの特徴を抽出し
た。主たる分析手法は、「語彙の豊富さ」と言語モデルを使用した「センチメント分析」（肯
定／否定の判定，および八つの感情要素の抽出）である。エッターは語彙の豊富さという点
では、ヒトラーに見劣りする演説者であったが、感情の否定／肯定の時系列的な配列と、そ
れに基づく論理の構成は、ヒトラーよりも複雑で、否定と肯定の先を目指す弁証法的な性格
を有している。その試みの基調となる感情こそが、国民に対する「信頼」と「期待」だった。
分析結果の範囲では、エッターの「呼びかけ構造」を「エトスによる動員」と呼称すれば、
ヒトラーのそれは「パトスによる動員」と呼びうる。二つの動員様式は相互排他的なもので
はないが、前景化している様式は、大きく異なっていることが明確となった。 
 以上の成果を通して、エッターの提唱した精神的国土防衛の思想は、ナチズムの「よそも
の過剰」言説のように、中央集権型の単一システムの異物として、ユダヤ人を排除・迫害す
る方向に結びつくのではなく、スイスの分権型の民主主義を「防衛」するためのものである
ことが明らかとなった。ここでの「防衛」の標的は、ユダヤ人であった時代もあったが、1933
年から 1945 年の時代においては、「よそもの」としてのナチズム・ファシズムであった。
問題は、戦後の精神的国土防衛が、何を「よそもの」として措定したかであるが、これにつ
いては、後述するフリッシュの「よそもの過剰」論の精密な読解を通して、研究枠組み構築
を試みる必要がある。 フリッシュの「よそもの過剰」論自体は、2編のテキストから成り、
書籍として出版するには分量が不足するため、この議論が生まれた文脈理解に資すること
を企図して、1.よそ者過剰 I(1965)、2.よそ者過剰 II(1966)、3.スイスの克服されざる過去
(1965)、4.今と同じようにはいかない(1971)、5.ベルリン時代の日記から(1973)、6.スイス連
邦内閣宛の公開質問状(1974)を翻訳した。 
 
 スイスの政治や社会に関するフリッシュの散文は、スイスの社会状況と関連付けること
なしに理解するのは困難である。したがって、通常の翻訳よりもはるかに多くの詳細な注を
付し、1つの語の背景を正確に理解できるようにした。 
 さらに、「よそもの過剰」に関する学術的背景に関する長文の解説を付すことによって、
「よそもの過剰」言説が、現代のアクチュアルな移民・難民問題、および移民・難民研究に
おいて持つ位置価を明確にした。これによって、「労働力を呼びよせたのに、やってくるの
は人間だ」という言葉のみが一人歩きしている現状に、一石を投じることができる。 
 本書は 2025 年中に、鳥影社から『労働力を呼びよせたのに、やってくるのは人間だ———
多文化国家スイスにおける「よそ者過剰」論』というタイトルで出版される予定である。 
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